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１．はじめに 

耐用年数まで供用できる健全なコンクリート構造物を造るためには，コンクリートに要求される各種品質

を打設前に検査し確認しておく必要がある．特に単位水量は，強度および耐久性に大きな影響を及ぼす要因

であり，重要な品質管理項目である．現在市販されている単位水量測定装置は，精度，試験時間，操作性，

コストなど，試験方法として具備すべき条件のいずれかを満足していないため，広く普及するに至っていな

い．本研究は，コンクリート試料を水で希釈する操作を複数回行い，結合材および骨材の微粒分からなる懸

濁液の濃度値から単位水量を推定するという新しい試験方法を提案するものであり，その基礎的な研究結果

について報告するものである． 
２．提案する試験方法の概要 
〔原理〕  

本試験方法は，容器内に一定体積のコンクリート試料と所定の質量の水を投入し撹拌を行った後，結合材

および骨材の微粒分からなる懸濁液を採取し，その濃度を測定するというものであり，さらに所定の質量の

水を追加し，希釈された懸濁液の濃度測定を行うという方法である。懸濁液中に浮遊する結合材および骨材

の微粒分の量は常に一定であるという仮定に基づき，2 回の濃度測定値から単位水量を算出するための基本

式は以下の通りとなる． 
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ここに，ｍ１,ｍ2：第 1回目および第 2回目に採取した懸濁液濃度の測定値，b：懸濁液中の結合材の質量（kg），

p：懸濁液中の骨材の微粒分の質量（kg），ｗ：コンクリート試料中の水量(kg)，ｗ１,ｗ２：第 1 回

目および第 2 回目に投入した希釈水の質量(kg) 
式（1），式（2）から， 
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ここに，

式（3）より
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ら採取する．次に，第 2 回目の希釈水を投入し攪拌

後，同様な操作で懸濁液を採取する．懸濁液の濃度

値は，非接触での連続測定も可能であるが，本実験

では精度の高い加熱乾燥法により求めることとした． 
３．単位水量測定精度の検討 

試験方法は，高い精度で単位水

量  

〔実験方法〕 
本方法の測定精度を調べるため，表‐2 に示すよ

うな単位水量を 8 段階に変化させた配合を用いて

討を行った．なお，水セメント比は 50％，AE 減水

剤の添加率はセメント
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回目の希釈水の水量は，懸濁液濃度がそれぞれ 50％

および 60％程度になる量とした．試料および 1

回目の希釈水を投入後，1 回目の懸濁液を採取

するまでの攪拌時間は，3 分であり，2 回目の希

釈水を投入後，懸濁液を採取するまでの攪拌時

間は 2 分である． 
〔実験結果〕 
図‐2 は，配合上の単位水量と本試験により

求めた単位水量の測定値との関係を示したもの

である．すべての配合において，配合上の単位

水量と測定値との差は，±4kg／m3 以下であり，

また直線回帰式の傾きも 1 に近い値となってい
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る。これより本

測定ができる可能性があるものと考えられる．

おわりに 
今後，懸濁液濃度を自動で連続測定できる装

置を作製し，試験装置の全自動化を図る予定である． 図-2 単位水量の測定精度 
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